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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

りんご並木に関わる多様な主体が、りんご並木まちづくりネットワークの協議の場を経て、様々に活動を行い、りんご並木に賑わい

と潤いをもたらした。各種講座の開催によりりんご並木への出店意欲を高めた。

改革改善

の考え方

①問題

点

多様な主体の参画の場としてりんご並木歩行者天国が定着してきている中で、りんご並木をイベント前より後を美しくという

精神がさらに徹底される必要がある。

②改革

提案

毎月開催しているりんご並木まちづくりネットワークの定例会でクリーンアップへの徹底を図る。

総事業費①+② 2,500 2,208 8,853

人件費計（千円）② 0 6,651

2,195

正規職員所要時間 1,860

臨時職員所要時間

一般財源 1,560 1,308 1,252

その他 40 50

起債

県支出金

国庫支出金 900 900 900

事業費計（千円）① 2,500 2,208 2,202 2,195 （国）社会資本整備総合交付金（4.5／10）

（そ）ふるさと寄附金

25年度予算額 特定財源内訳、補足

900

1,295

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　歩行者天国における交通規制の実施及びイベント開催支援

２　空き店舗を活用した沿道活性化支援

３　並木クリーンアップ

４　りんご並木ストリートマネジメント研究会の開催及びりんご並木周辺商業

空間の整備・活用

５　りんご並木をテーマとした講座の開催

１　歩行者天国及びその他のイベ

ントの実施回数

２　空き店舗等活用件数

３　並木クリーンアップ実施回数

４　りんご並木ストリートマネジメント

研究会の開催数

５　講座の開催数

１　10回

２　１件

３　12回

４　５回

５　14回

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

　大火の復興の中で生まれ、飯田市民の象徴として豊かに成長したりんご並木を、美しい街を希求し創造する飯田市民の心の拠り所として

位置づけるために以下の事業を行う。なお、これらの事業は、中心市街地活性化法に定められた中心市街地活性化協議会により協議し、

多様な主体によって実施する。

（１）にぎわいのある道づくり　・テナントミックス（空き店舗活用等）　・イベント実施

（２）歩行者にやさしい道づくり　・交通規制　・歩行者天国の実施

（３）文化の香り漂う道づくり　・国際的・芸術的・歴史的な文化事業展開　・ギャラリー・プチミュージアム配置（空店舗活用）

（４）市民参画の道づくり　・並木クリーンアップ　・沿道商店等企画展開支援

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

新たに活用された店舗数 1 1 1 1

1210 1450 1500

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

りんご並木を訪れた人の数 1400

28年度見込み

市民 103947

意図（どういう状態

にするか）

①りんご並木に訪れる

②活用される

空店舗等（空事務所・空地）数 1向上させたい上位施

策の成果指標

訪れた人数と滞在時間

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

①市民及び観光客

②りんご並木沿いの空店舗等（空事務所、空地）

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 84 活気ある街づくりの推進

基本計画上

の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

課等名 商業・市街地活性課 係等名 中心市街地活性化係

事業種別 政策 開始 20 終了

事務事業名

会計 一般会計

りんご並木活性化事業

84 事業№ 25 9平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 8 施策№


